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新第三紀 前期中新世 茂木層
Mt：デイサイト火砕流堆積物及び安山岩溶岩

第四紀 中期更新世 境林層及びその相当層
　　Sk：礫、砂及び泥

ジュラ紀 八溝層群
Js：砂岩（泥岩を挟む）

ジュラ紀 八溝層群
Jsm：砂岩泥岩互層、泥岩、

珪質泥岩及び混在岩

ジュラ紀 八溝層群
Jc：チャート

第四紀 後期更新世 中位段丘堆積物
tm1：砂、礫及び泥

第四紀 後期更新世 中位段丘堆積物
tm2：砂、泥及び礫（主として海成）

第四紀 完新世 沖積層
a：礫、砂及び泥

第四紀 後期更新世 低位段丘堆積物
tl：礫、砂及び泥

芦沼地区～茂木町芦沼地区～茂木町
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新田山古墳群

山居台遺跡
発掘地点

山居台遺跡

長堤遺跡

車堂遺跡

御霊前遺跡

古聖古墳群

聖ヶ丘遺跡塙遺跡

星の宮遺跡

星の宮ケカチ遺跡

星の宮ケカチ遺跡
発掘地点

向北原遺跡

向北原古墳群

西坪古墳群

日向古墳群

小宅古墳群

風戸塚古墳
入定塚古墳

天王塚古墳

本沼窯跡群

古代窯跡
（栗生窯跡群）

荒久台古墳群

西明寺跡

浅間塚古墳

原窯跡群

田野中学校校庭内遺跡

主な遺跡・文化財

　　 ： 建造物

　　 ： 史跡等

　　 ： 有形民俗・美術工芸

　　 ： 無形民俗

　　 ： 天然記念物

　　 ： その他

　

　　

凡  例
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長谷寺所蔵(羽石家五輪塔)

光明寺所蔵(銅造阿弥陀如来立像)

御城山遺跡（益子古城・古城跡）

大郷戸廃寺跡五輪塔群

益子古館城跡
（根古屋城跡）

小宅城跡

田野城跡

山本古屋城跡

宇都宮家の墓所

高館城跡（西明寺城跡）
綱神社摂社大倉神社(本殿)
綱神社(本殿)

西明寺(三重塔、楼門、本堂内厨子)

円通寺(表門)
円通寺所蔵（銅造阿弥陀如来立像・両脇侍）

尾羽寺跡

西明寺所蔵(本堂厨子内仏像群、
木造千手観音菩薩立像附木札六枚、

木造千手観音菩薩座像)

旧地蔵院跡

観音寺所蔵（木造如意輪観世音菩薩座像）

地蔵院（本堂）
地蔵院所蔵(木造阿弥陀三尊像（鎌倉）、

木造阿弥陀三尊像（平安）、
 宋版大般若経、 

絹本著色両界曼荼羅図)

大六天の森の墓

主な遺跡・文化財

　　 ： 建造物

　　 ： 史跡等

　　 ： 有形民俗・美術工芸

　　 ： 無形民俗

　　 ： 天然記念物

　　 ： その他

　

　　

凡  例
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文化絵地図

元禄絵地図

天保絵地図（長堤村地図）

歌舞伎舞台背景襖絵
絹本著色鮎図

妙伝寺所蔵(襖絵)

真言八祖絵図

祇園祭（天王祭）
八坂神社御神酒頂戴式

円通寺所蔵（木造良栄上人像、正親町天皇綸旨、
聖鬮賛、浄土総系図、月形凾文書、
浄土鎮西義名越派代々印璽脈譜）

藤根善治の墓

西明寺所蔵(木造閻魔王座像・両脇侍像)

日下田邸(染色工房併用)

安善寺（本堂）

鶏足寺（山門）

光明寺（薬師堂）

日枝神社（本殿）

長堤八幡宮(本殿)

円通寺(一切経塔)

西明寺(本堂、鐘楼、閻魔堂、大師堂)

街道沿いの石碑

街道沿いの石碑

街道沿いの石碑

街道沿いの石碑

石並池

根古屋池

泥部池

円道寺池

溜池

須田ヶ池

法堂寺上池
法堂寺下池

北郷谷池

溜池

八幡池

主な遺跡・文化財

　　 ： 建造物

　　 ： 史跡等

　　 ： 有形民俗・美術工芸

　　 ： 無形民俗

　　 ： 天然記念物

　　 ： その他

　

　　

凡  例
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-25-

名　称 概　要

益子参考館

陶芸家 濱田庄司が自らの創作に参考とした品々を、広く一般の人々にも「参考」にして

ほしいとの意図のもとに、開設された美術館。濱田庄司の自邸・工房の一部を活用し、濱

田庄司が生前に蒐集した品々と自身の作品をはじめ、僚友であった河井寬次郎、バーナー

ド・リーチらの作品等を展示している。

城内坂通り
約 500m 続くゆるやかな坂の左右に、民芸店、ギャラリー、カフェ、雑貨店等が軒を連ね、

益子を代表する街並み景観となっている。春と秋の陶器市もここで開催される。

大谷石蔵
大谷石の蔵。かつては大谷石の産地である宇都宮をはじめ、栃木県下に広く存在し、益子

でも数多く見られた。

長屋門
益子参考館の入り口は濱田庄司が移築してきた長屋門があるが、この他にも益子には長屋

門のある民家が散在している。

真岡鐵道小貝川橋梁

真岡鐵道に架設されている橋梁の一つ。C.A.W. ポーナルにより設計され、同じ真岡鐵道の

五行川橋梁と共に現役最古のポニーワーレントラスであり、イギリス積みで組成された煉

瓦橋脚である。

ベーハ小屋

葉煙草の乾燥小屋。アメリカ原産の黄色種と呼ばれる種類の葉煙草を乾燥させる小屋のた

め「米葉（米国の葉）小屋」→「ベーハ小屋」と呼ばれるようになったと言われる。葉煙

草の栽培が盛んであった益子では数多く存在した。なお、ベーハ小屋という呼び名は、益

子発祥説が最有力である。

旧つかもと平成館

元は奥日光湯元温泉の南間ホテルの建物であったが、昭和48年（1973）に現在地へ移築され、

南間の名を残して益子南間荘としてホテル営業されていた。戦争末期に学習院初等科在学

中の今上天皇が東京から学童疎開して滞在された建物であり、終戦の玉音放送もここで聞

かれた。昭和 55 年（1980）の栃木国体に行啓した当時の皇太子殿下はここでの昼食の折、

しばし往時を偲び美智子妃殿下を幾部屋か案内され、大変懐かしがられたという。

あじさい祭り

約 5000 株のあじさいが咲き誇る太平神社で毎年 6 月～ 7 月にかけて開催される祭り。祭

り期間中に、4人の稚児が巫女に扮し、あじさいを奉納する「献花祭」、地元特産の益子焼

で制作された「陶板大神輿渡御」、境内に作られた茅の輪を 3 度くぐる「大祓式・夏越祭」

が行われる。祭りは第二次世界大戦後に始ったが、地域の夏の祭りとして定着している。

陶器市

昭和 41 年（1966）から始まり、例年、春のゴールデンウィークと秋の 11 月 3 日前後に開

催される。販売店約 50 店舗の他約 500 のテントが立ち並び、伝統的な益子焼からカップ

や皿などの日用品、 美術品まで販売され、地元農産物や特産品の販売も行われる。春秋あ

わせて約 60 万人の人出があり、益子最大のイベントとなっている。

芦沼の獅子舞

（町指定文化財）

伝承によると、800 年以上の歴史を持つ獅子舞であると言われている。戦後一時途絶えて

いたが、昭和 47 年（1972）に復活し、昭和 49 年（1974）に町指定無形民俗文化財となる。

毎年 8 月の第一土曜日に一万度という祭礼で地域の五穀豊穣・無病息災を願って奉納して

いる。

土祭

平成21年（2009）から 3年ごとに実施している新しい祭。益子の風土・先人の知恵に感謝し、

この町で暮らす幸せの意味を共有し未来につなぐ祭。毎回益子の「歴史や風土」「自然環境」

等をテーマに、アートの展示・演奏会・ワークショップ・セミナー等を町内各所で実施し

ている。



益子陶芸美術館／陶芸メッセ・益子

益子参考館

妙伝寺（山門）

益子参考館上台(旧濱田庄司邸離れ、登り窯)

旧濱田庄司の母屋

新町彫刻屋台

田町彫刻屋台 内町彫刻屋台

原彫刻屋台

松本屋台

城内坂通り

あじさい祭り

陶器市
つかもと平成館

ベーハ小屋の主な所在地

真岡鐵道小貝川橋梁

芦沼獅子舞

主な遺跡・文化財

　　 ： 建造物

　　 ： 史跡等

　　 ： 有形民俗・美術工芸

　　 ： 無形民俗

　　 ： 天然記念物

　　 ： その他

　

　　

凡  例
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